
　
　
　
　
　
二
郎
を
振
り
返
っ
て
、
ひ
と
　
小
林
瑞
季
（
1
7
）
は
、
８
月
ま
で
学
　
た
。
「
私
が
大
人
げ
な
か
っ
た
」

　
　
　
こ
と
で
表
現
す
る
と
ー
―
」
　
　
　
校
の
体
育
館
で
家
族
と
過
ご
し
　
と
高
橋
は
反
省
し
た
。

て

昨
年
寄
県
立
大
槌
高
校
の
終
だ
。
遠
く
か
ら
支
援
に
来
て
く
れ
水
く
み
や
物
資
の
仕
分
け
な
ど

　
　
　
業
式
・
壇
上
の
校
長
髭
噺
祁
知
　
る
人
だ
ち
と
話
す
う
ち
ぃ
　
「
支
え
　
力
仕
事
の
り
Ｉ
ダ
’
‐
‐
格
だ
っ
た
３

　
　
　
（
5
7
）
は
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
　
　
　
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
支
え
る
　
年
生
の
東
欧
東
征
）
は
震
災
前
、

せ
　
　
　

「
お
前
た
ち
は
本
当
に
、
い
い
　
偏
に
な
り
た
い
」
と
忌
っ
た
。
　
大
学
に
行
く
た
め
に
町
を
出
た
ら

　
　
　
生
徒
た
ち
だ
よ
な
っ
」
　
　
　
　
　
　
「
小
さ
な
子
の
遊
び
相
手
な
ら
で
　
も
う
戻
る
ま
い
と
思
っ
て
い
た
。

乗

震
災
後
｀
大
槌
の
町
外
れ
の
高
き
る
か
ち
」
。
。
同
級
生
を
誘
い
、
　
「
い
つ
も
同
じ
店
で
買
い
物
を
す

　
　
　
台
に
あ
る
た
だ
一
つ
の
高
校
に
、
支
後
者
と
弓
道
場
に
小
さ
な
「
プ
　
る
の
が
つ
ま
ら
な
く
て
」

を
　

千
人
の
被
災
者
が
押
し
寄
せ
た
。
　
レ
ー
ル
ー
ム
」
を
造
っ
た
。
　
　
　
大
学
で
は
経
済
を
学
ぶ
つ
も
り

　
　
　
病
院
が
、
中
学
校
が
、
幼
稚
園
が
　
　
主
将
を
務
め
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
　
だ
っ
た
。
し
か
し
、
震
災
で
町
が

・
。
た
心
一
　
移
っ
て
き
た
。
避
難
者
が
自
治
会
　
Ｉ
ル
部
の
部
員
も
加
わ
り
仲
間
叫
な
く
な
り
、
避
難
所
で
大
入
た
ち

…
…
…
…
…
を
組
織
す
る
ま
で
の
4
0
日
間
、
先
　
1
0
入
に
な
っ
た
。
避
難
所
生
活
か
　
と
つ
き
あ
う
う
ち
フ
「
世
の
中
カ

呼
４
△
生
た
ち
が
避
難
所
を
運
営
し
た
。
終
わ
っ
て
も
、
一
緒
に
遊
ん
だ
予
ネ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
」
と
思
う
よ

　
　
、
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と
の
つ
な
が
り
は
続
き
、
ク
リ
ス
　
う
に
な
っ
た
。
　
　
／
　
＼
・

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
い
た
。
ｊ
　
上
み
ん
な
身
内
を
失
っ
て
い
る
の

　
　
！
　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を
　
　
　
　
Ｉ
・
Ｉ
゛
ご
　
　
　
　
に
、
「
大
丈
夫
か
」
と
声
を
か
け

び
　
　
△
？
る
ル
か
な
か
っ
為
　
　
…
…
…
一
＝
濯
は
、
生
徒
の
教
育
誓
言
〈
て
く
れ
る
。
按
察
再
開
が
浹
ま
や

宝
…
…
生
徒
は
、
卒
業
式
を
す
で
に
終
一
語
一
に
考
え
た
。
、
＼
た
と
き
で
『
子
ど
も
だ
ち
の
邪
魔

　
　
』
瓦
だ
名
人
と
、
ｊ
ご
下
校
し
て
い
た
１
　
‐
函
縦
隊
が
運
動
場
ぺ
の
駐
留
の
▽
は
で
き
な
い
」
と
、
静
か
犯
ほ
か

　
　
…
…
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
3
7
人
が
家
　
延
長
を
申
し
入
れ
て
き
た
時
へ
高
　
み
避
難
所
に
移
っ
て
く
れ
た
。
‐

の

四
六
｝
」
族
を
失
う
な
ど
ヽ
３
ｏ
ｏ
人
ひ
３
橋
は
思
わ
ず
「
生
徒
の
夢
を
ブ
ヂ
＼
「
町
づ
く
り
の
勉
強
を
じ
て
ヽ
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分
の
２
が
被
災
し
た
。
避
難
所
が
‘
し
ま
す
よ
」
と
声
を
荒
ら
び
た
。

澗
お
と
り
兄
諮
ａ
、
侈
い
鴎
で
Ｉ
大
会
に
直
Ｕ
て
旬
日
遅
く
ま
で
秤
浚
え
て
推
薦
入
学
が
決
ま
っ
た
。

3 7
人
い
た
。
避
難
者
名
簿
作
り
、
入
習
し
で
い
だ
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
　
鮭
づ
ぐ
り
の
基
本
像
を
話
し
合
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高
校
と
い
う
生
徒
は
、
多
い
時
で

Ｉ

大
会
に
向
け
て
毎
日
遅
く
ま
で
練
」
変
え
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浪
瘤
の
用
芦
物
資
の
運
搬
、
仕
乙
部
を
犀
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
　
　
う
地
域
復
興
協
議
会
に
も
、
大
人

　
　
　
分
け
に
率
先
し
ぶ
恋
聊
宍
こ
。
後
＼
　
生
徒
は
・
「
町
の
復
旧
に
尽
く
し
　
に
交
じ
っ
て
参
加
し
た
・
人
の
老

頭
　
　
に
町
長
に
な
っ
た
碇
川
豊
（
6
0
）
は
ー
｛
て
い
る
の
だ
か
ら
｝
と
文
句
を
言
。
え
を
聞
く
た
め
だ
っ
た
か
で
「
防

１
　
　
「
町
の
宝
だ
」
と
称
賛
し
た
。
　
　
わ
ず
、
６
月
の
ぼ
縦
隊
敗
退
時
に
　
潮
林
が
必
要
だ
」
と
昼
察
し
、
コ

島
上
　
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
２
年
生
の
　
は
、
、
感
謝
の
色
紙
や
手
創
を
諾
っ
よ
砂
回
米
工
丁
の
東
京
大
教
授

ふ
　
　
Ｌ
Ｈ
Ｈ
日
順
Ｉ
Ｉ
一
個
喝
づ
白
馳
贈
肩
回
丿
�
圖
圓
馴
Ｉ
『
＼
中
井
祐
（
4
4
）
を
う
な
ら
せ
た
。

食
事
の
用
意
、
物
資
の
運
搬
、
仕
乙
部
を
犀
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
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